
(関東農政局)

事 業 名 国営かんがい排水事業 地 区 名 りようそう両総

都道府県名 千葉県 関係市町村 香取市 ､ 茂原市､ 東金市､ 成 田市､匝瑳市､山武市､香取郡神崎町､多古町､山武郡大網白里町､ 九十九里町､横 芝光町､長 生郡 一 宮町､長 生 村､しらこまち白子町

辛業概要 本地区は､千葉県東部の利根川沿岸､栗山川沿岸及び九十九里平野に展開する17,97

Oha(水田13,560ha､畑4,410ha)の地域であり､千葉県の水田面積の約20%を占める

とともに､首都圏への生鮮野菜等の供給基地として大きな役割を担っているo

本地区 こおける農業用用排水施設は､昭和18年度～40年度に実施された国営土地改

良事業 ｢両総用水地区｣や国営附帯県営用排水事業等により造成され､その後､水資

源開発公国営の房総導水路建設事業の共用施設として一部が利用されてきているが､

既に完成から40年以上を経ていること等から老朽化が著しい○

このため､本事業により用排7水施設の新設及び改修を行い､適正な用水配分を可能

とし､農業用水の安定供給､排水機能の維持 .向上及び維持管理の合理化を図るほか､

併せて関連事業によるほ場整備等の基盤整備を行い､農業経営の安定化に資するo

受 益 面 積 17,970ha(水田13,560ha､畑4,410ha)
主要工事計画 樋門1箇所､頭首工1箇所､揚水機場5箇所､用水路88.9km､

排水機場1箇所､排水路5.9krn
国営総事業費 108,900百万円 (平成20年度時点108,000百万円)

工 期 平成5年度～平成24年度予定

評価項目 【事業の進捗状況】

本事業は､既設施設の改修が主体であり､非かんがい期等において従前の機能を維
持 しつつ施工を行い､完成 したものから順次供用を開始 しているものである○平成19
年度末までの全体の進捗率は76.6%(事業費ベース)であり､事業量ベースでは用水路

延長の69.1%､排水路延長の100%､揚水機場の5箇所のうち3箇所が整備済みであるo

特に､本事業においては､広大かつ平坦な九十九里平野の受益地における用水配分

の公平化及び効率的な用水供給を図るため､幹線用水路の 2路線化 .パイプライン化

を図ることとしている○平成19年度までに新設路線である東部幹線用水路等が完成し
た○今後は南部幹線用水路下流部のパイプライン化を進めることとしている○

【関連事業の進捗状況】

本地区においては､水田畑利用の前提条件として､十分な用水手当を図るとともに

地下水位を下げる必要があり､支線 .末端水路のパイプライン化による用水の効率化や､

客土､暗きょ排水の整備などを行う関連事業の実施が不可欠である○

平成19年度末の進捗率は､ほ場白整備事業 (14地区)にあつては完了 1地区､実施中

1地区となっており､かんがい排水事業 (17地区)にあつては未着手となっている.

今後の関連事業の推進については､千葉県等の関係機関と調整を行ってきており､

平成20年度にほ場整備事業 1地区が新規採択となり､平成21年度及び平成23年度には
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【社会経済情勢の変化】
当該地域においては､平成18年の市町村合併により19市町村から6市7町1村となり､

人口はわずかに増加している (平成12年度からの5か年ではほぼ横ばい｡)｡
関係14市町村の産業別就業人口は卸売､小売業､飲食店及びサービス業が全体の5

割以上を占め､増加傾向にある｡農業就業人口は37,876人 (平成7年度)から29,622人
(平成17年度)と減少しているものの就業構造は安定している｡農業算出額は､米及

び野菜の落ち込みにより減少傾向にある｡
地域全体の農業の動向をみると､総農家戸数が平成7年度から平成17年度までの10か

年で約20%減少しているが､耕地面積は約10%の減少であり､農家 l戸当たりゐ農用
地規模が平均1.3ha(平成7年度)から平均1.4ha(平成17年度)と増加している｡経営
耕地面積規模別農家数も3.Oha以上の農家が増加しており､農地の利用集積が進んでい
る｡

【事業計画の重要な部分の変更の必要性の有無】
計画変更の要件に該当する事項はない｡
事業費については､物価変動､工法変更等の要因により現計画から900百万円の減と

なっており､平成20年度時点の国営総事業費は108,000百万円である｡
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【費用対効果分析の基礎となる要因の変化】
農業効果の算定基礎となる地域の農業振興計画等については､平成10年度の変更計

画確定時点から大きな変化はない｡また､主要な品目の作付面積､単価､単収につい
ても大きな変化はみられない｡
なお､費用対効果分析の結果は以下のとおりである｡

妥当投資額 (B) 190,514百万円
総事業費 (C) 180,901百万円
投資効率 (B/C) 1,05

【環境との調和への配慮】
本事業は開水路のパイプライン化及び既設施設の改修が主体であることから､環境

･景観配慮を行う必要がある箇所は限定されるものの､影響が想定される箇所に関し
ては生態系及び景観の保全に努めている｡

生態系の保全に関しては､水が地上に現れる箇所では重点的に対策を講じ､また､
希少生物の生息が確認される箇所においては回避又は低減の措置を行うこととして､
以下の取組を行った｡

･植生が早く回復するよう覆土型斜面保護ブロックを排水路護岸に採用
･生物の移動経路を確保するため頭首工に魚道を設置
･希少植物の群落への影響を回避するため施設位置を変更
･トウキョウサンショウウオの生息地を避けるため推進工法区間を延長
また､景観の保全に関しては､以下の取組を行った｡
･地域住民の意向に配慮し､揚水機場の上屋の色を決定
･旧事業で建設され両総用水のシンボル的施設となっている水路橋を保存するため､
水路橋内にパイプを埋設する工法を採用

【事業コス ト縮減等の可能性】
以下の取組により事業コス トの縮減を図っている｡
既設開水路の有効活用を図るため､十分な強度を保持していることを機能診断で確
認しつつ､水路内にパイプラインを埋設することによって､工事費の縮減を図ると
ともにコンクリート殻等産業廃棄物の発生を抑制
管水路工事において､土質条件に応じて直接基礎を積極的に採用
複数の工事間で発生土の流用を図ることにより､残土運搬費と土砂購入費を節減
再生砕石等再生材を積極的に活用
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【関係団体の意向】

【評価項目のまとめ】

【第三者委員会の意見】
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